
 2025（令和 7）年度 基礎的事項に関する点検・評価報告書 様式１ 

 

 

                   

                                  学部・研究科名    国際食料農業科学研究科  
                                                         学部長・研究科委員長名   入江憲治        

                                                           学科名・専攻名    国際農業開発学専攻      

１．教育課程・学習成果に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 

教育課程の編成・実施方針（カリキュラ

ム・ポリシー）に基づき、各学位課程に

ふさわしい授業科目を開設し、教育課程

を体系的に編成しているか。 

学生の学習を活性化し、効果的に教育

を行うための様々な措置を講じている

か。 

成績評価、単位認定及び学位授与を適切

に行っているか。 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

に明示した学生の学習成果を適切に把

握及び評価しているか。 

教育課程及びその内容、方法の適切性につ

いて定期的に点検・評価を行っているか。

また、その結果をもとに改善・向上に向け

た取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 講じている 
□ 一部講じている 
□ 講じていない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

教育課程の編成方針にしたがい、自然科

学と社会科学、必修科目と選択科目、座

学と実験・演習、フィールド調査などを

適切に開設し、体系的に編成している。 

各年度に 2 回、専攻の院生発表会を開

催し、すべての院生が研究計画発表・

中間発表・最終発表をおこなっている。 

成績評価および単位認定は各科目の評

価責任者が指導実施記録にもとづいて

適切におこなっている。学位授与につい

ては、院生発表会における最終発表の後

で学位論文を審査する判定会議におい

て判定している。 

院生発表会におけるプレゼンテーショ

ンと学位論文によって、院生の学習成果

を適切に把握し、相応の評価を実施して

いる。 

研究科のとりくみとして前・後学期に院生

による授業評価をおこない、その結果に応

じて専攻としての改善計画を研究科に提

出している。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

自然科学系科目と社会科学系科目を必

修科目とすることにより、分野横断的な

教育が実現されている。 

【長所】 

専門分野の異なる教員や院生を前にプ

レゼンをおこなうことにより、自らの

研究内容や研究姿勢を客観的に把握す

ることができる。 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【特色】 

他の大学院・専攻にはないマルチディシ

プリナリーなカリキュラムとなってい

る。 

【特色】 

専門分野の異なる教員・院生が一堂に

会し、共通のテーマでディスカッショ

ンをくりひろげている。 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

多くの教員が学部学生への教育や様々

な学内業務に忙殺されており、実験・演

習への対応が不十分となっている。 

【問題点】 

多くの教員が学部学生への教育や様々

な学内業務に忙殺されており、院生発

表会に参加できる時間が限られたもの

となっている。 

【問題点】 

各学期の授業終了から成績評価提出ま

での期間が短く、提出されたレポートな

どを評価する時間が十分にとれない。 

【問題点】 

多くの教員が学部学生への教育や様々

な学内業務に忙殺されており、院生と個

別に対応する時間が相対的に短くなっ

ている。 

【問題点】 

本専攻は全院生のほぼ半数を留学生が占

めているが、院生による授業評価は日本語

のも対応の学生ポータルを通じておこな

われるため回答率が低い。 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

根拠資料名 

国際農業開発学専攻 3 方針（大学 HP 公

開） 

①大学院発表会プログラム ①大学院発表会プログラム ①大学院発表会プログラム ②授業アンケート結果にもとづく改善計

画書 
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２．学生の受け入れに関する点検・評価項目 

 ① ② 

点検項目 
学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や体

制を適切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果をもと

に改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や
体制を適切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果をも
とに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

点検項目に 

対する 

現状説明 

☑ している 
□ 一部している 

□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 

□ 行っていない 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

年 2 回の入試でそれぞれ入試説明会を実施するとともに、ウェブなどを利用して過去の入試問題

を公開するなど、学内外からの受験者に配慮した説明をおこなっている。入試においては各専門分

野からの出題と英語問題の出題など、分野横断的な教育方針に沿って筆記試験を実施している。口

述試験は専攻内の全指導教員が担当し、各専門分野の観点から試問をおこなっている。また、留学

生の増加に対応して筆記試験・口述試験とも日本語・英語のバイリンガルで実施している。 

年 2 回の院生発表会でのプレゼンテーションで、院生の研究に対する取り組みを評価している。

また個別の問題に関しては必要に応じて専攻会議でとりあげ、専攻教員間で情報共有を図ると

ともに、改善策を随時検討している。 

【長所】 

・ 

【長所】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【特色】 

・ 

【特色】 

・ 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

根拠資料名 

国際農業開発学専攻 3 方針（大学 HP 公開） 

大学院入試募集要（大学 HP 公開） 

入試過去問題（大学 HP 公開） 

①大学院発表会プログラム 
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３．教員・教員組織に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 
各学部・研究科等の教員組織の編制に

関する方針を明示しているか。 

教員組織の編制に関する方針に基づき、教

育研究活動を展開するため、適切に教員組

織を編制しているか。 

教員の募集、採用、昇任等を適切に行っ

ているか。 

教員の資質の向上を図るための方策を組

織的かつ多面的に実施し、教員及び教員組

織の改善につなげているか。 

教員組織の適切性について定期的に点

検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組

みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

□ つなげている 
☑ 一部つなげている 
□ つなげていない 

□ 行っている 
☑ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

大学の理念・目的、研究科の教員組織

の編成に基づき、専攻の教員組織の編

成方針を作成し、本学のホームページ

上で公開している。 

各専門分野（研究室）に指導教授を配置し、

院生の研究指導にあたっている。授業にお

いては指導教授に加えて指導補助教員・授

業担当教員を配置し、教育・研究活動を展

開するための適切な教員組織を編成して

いる。 

教員の募集、採用、昇任等は大学の規定

に沿って適切に行われている。 

教員の資質向上は基本的に個人の努力に

帰するべきものであり、専攻としては各教

員が研究や自己研鑚に十分な時間を割け

るよう、組織的かつ多面的な配慮をおこな

っている。 

教員組織の適切性について、随時検討

が行われている。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

多くの教員が学部学生への教育や様々な

学内業務に忙殺されており、研究や自己研

鑚に割ける時間が十分とれていないのが

現状である。 

【問題点】 

なし。 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

根拠資料名 

国際農業開発学専攻 3 方針（大学 HP

公開） 

大学院案内（大学 HP 公開） 

 

③教員年齢構成 ③教員年齢構成 ③教員年齢構成 ③教員年齢構成 

 



 2025（令和７）年度 基礎的事項に関する点検・評価報告書 様式１ 

                                    学部・研究科名   国際食料農業科学研究科  
                                                                学部長・研究科委員長名    入江 憲治  

１．教育課程・学習成果に関する点検・評価項目                                            学科名・専攻名           農業経済学専攻                

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 
教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、各学位課程に

ふさわしい授業科目を開設し、教育課程を体系的に編成しているか。 

学生の学習を活性化し、効果的に教育を行

うための様々な措置を講じているか。 

成績評価、単位認定及び学位授与を適

切に行っているか。 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に明示した学生の学

習成果を適切に把握及び評価しているか。 

教育課程及びその内容、方法の適切性に

ついて定期的に点検・評価を行っている

か。また、その結果をもとに改善・向上

に向けた取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 

□ 一部している 

□ していない 

☑ 講じている 

□ 一部講じている 

□ 講じていない 

☑ 行っている 

□ 一部行っている 

□ 行っていない 

☑ している 

□ 一部している 

□ していない 

☑ 行っている 

□ 一部行っている 

□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

農業経済学専攻では，具体的なカリキュラムポリシーとして，以下のように定め

て教育課程を編成している。（１）「農業経済学、農政学、食料経済学を基幹科目

として配当し、修士論文作成のために、問題意識の醸成や研究方法・調査技術の

修得が行えるよう特論および演習を必修科目として配当する」。これに対して，農

業経済学、農政学、食料経済学の各特論を配置し，大学院生はそれぞれの研究領

域に関係の深い特論を履修するよう指導している。（２）「指導教授または指導准

教授や論文指導教員以外の多様な研究方法や研究視点を学べるよう選択科目を

配当する」。これに対し，上記の特論科目のうち，それぞれの研究領域以外の科目

を，研究計画や関心に応じて履修できるようにしている。（３）「プレゼンテーシ

ョン能力や議論の能力を高めるため、必修科目として総合演習を配当する」。これ

に対し，具体的科目として，特別演習Ⅰ～Ⅳ（博士前期課程）および特別研究指

導Ⅰ～Ⅲ（博士後期課程）を開設し，研究指導と定期的な発表会によるプレゼン

を一体として行っている。（４）制度的な枠組みを学ぶため、農業法に関する科目

を配当する。これに対し農業法Ⅰ・Ⅱを開設している。なお，新カリキュラムが

再編後の研究室体制とうまく連動できていないという問題があったが、令和６年

度以降は、これまでの農業経済学，農政学，食料経済学という 3つの柱の特論を，

農業経済学、フードシステム論，食料環境経済学の 3つに再編し，1つの特論が

2つの研究室に対応できるようになった。 

入学時および進学時の４月にガイダンスを

行い，大学院生としての心構え，必要な手

続きなどを説明している。大学院生の研究

室をサイエンスポート 7階に２室設置し，

それぞれ学生どうしで交流が図れるように

している。 

成績評価について学生が説明を求める

場合は科目担当教員が面談等を行う。

旧カリキュラムの総合演習の評価及び

学位認定については，専攻全教員が参

加する専攻委員会で判定している。 

農業経済学専攻では，博士前期課程では，食料、農業、環境

の農業経済学的側面にかかわる知識，農業経済学および関連

分野において、研究者、教育者あるいは専門家として活動し

うる能力，図表を効果的に利用しながら文章で的確に表現し

て、情報発信する能力等をディプロマポリシーに掲げている。

博士後期課程では，農業経済学の専門領域における高い専門

性を保証する国際的なレベルでの高度な知識，体系的に情報

を整理し、論理的思考に基づく研究能力，食料問題・農業問

題・環境問題等の解決に向け、リーダーシップ能力等を掲げ

ている。これにもとづき，前期課程については，修士論文の

中間報告会を４回，開催している。後期課程については，博

士論文の中間報告会を４回，最終公開報告会を１回開催して

いる。これらは，博士論文最終公開報告会以外は，「総合演習」

という名称で開催される。このなかで，指導教員以外の教員

から，多角的にアドバイスを得ながら，必要な知識・能力・

態度を身につけられるようにしている。さらに後期課程の最

終学年においては，主査・副査予定者による審査・指導のチ

ーム体制を作り，上記の項目水準を満たせるよう指導体制を

整えている。 

学生に対するアンケートに基づき，点検・

評価を行うとともに，改善計画を立てて，

向上を図っている。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】農業経済学に関連した幅広い分野を学ぶことができる。 【長所】１科目あたりの受講生が少ないの

で，受講生に合わせてきめ細かな授業を行

っている。 

【長所】総合演習の評価・学位認定につ

いては，合議に基づいており公平であ

る。 

【長所】なし 【長所】少人数で学生一人ひとりに応じ

た指導が可能となっており，例年比較的

学生の満足度が高くなっている。 

【特色】なし 【特色】受講生に合わせて，英語または英

語・日本語のバイリンガルでも授業を行っ

ている。 

【特色】日本語のほか，英語での修士論

文・博士論文の提出を認めている。 

【特色】なし 【特色】なし 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次年度

への課題 

【問題点】なし 【問題点】なし 【問題点】なし 【問題点】なし 【問題点】アンケートへの回答がほとん

どないことがあるため、院生への回答を

促す。櫃お用がある。 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

根拠資料名 
・大学院農業経済学専攻の３つのポリシー等（専攻資料１）・学生便覧（専攻資料

２）・3つの柱の特論と教員配置・経済学科研究室の対応関係（専攻資料３） 

なし 

 

 「総合演習」計画表（専攻資料５） 

 

改善計画書回答 経済（専攻資料６） 



 2025（令和７）年度 基礎的事項に関する点検・評価報告書 様式１ 

２．学生の受け入れに関する点検・評価項目 

 ① ② 

点検項目 
学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や体制を適切に整備し、入

学者選抜を公正に実施しているか。 

学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果

をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑  行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

農業経済学専攻博士前期課程では，具体的なアドミッション・ポリシーとして，経済学に関する基本的な学力，専門領

域における知識や研究方法の基本的な学力，日本人は英語、外国人は日本語の基本的な語学力，食料問題、農業問題、環

境問題に強い関心を持ち、社会科学の方法によって問題解決に貢献しようとする強い意欲を求めている。これに対し，博

士前期課程の学力試験については，基礎的科目・専門科目として，経済学・農業経済学・農政学・食料経済学から２科目

を選択，語学については英語又は日本語から選択できるようにし，外国人留学生の場合も第一言語が英語以外の場合は，

英語又は日本語から選択可能としている。また，専攻の全教員が参加する口頭試問で受験生の意欲を判断している。博士

後期課程については，専門領域における知識や研究方法，第二言語として英語または日本語のより高度な運用能力，研究

資料を得るためにコミュニケーション能力を有するとともに、それらを緻密に整理できる能力，食料問題、農業問題、環

境問題に強い関心を持ち、社会科学の方法によって率先して問題解決に貢献しようとする強い意欲を求めている。これに

対し，学力試験については，専門科目として，農業経済学・農政学・食料経済学から１科目を選択，語学については英語

又は日本語から選択できるようにし，外国人留学生の場合も第一言語が英語以外の場合は，英語又は日本語から選択可能

としている。また，専攻の全教員が参加する口頭試問で受験生の意欲のみならず，修士論文等の作成状況などを問うこと

で，受験生の能力を判断している。 

学生募集については通常は年 2回説明会を開催し，アドミッション・ポリシーを用いながら，とくに外部からの進学希

望者については丁寧に説明している。入試説明会は、1期入試・Ⅱ期入試について、各 1回開催した。 

個別の学力試験の採点結果は複数の教員が確認するとともに，専攻委員会で公正に選抜している。 

 

専攻委員会で入試科目やアドミッション・ポリシーの適切性について点検・評価を行

い，数年に１回の割で改善を図っている。 

令和６年度以降は，入試の専門科目について、食料環境経済学科の研究室に対応した

科目に変更することとなり、より学科の教育との連動性を高める効果が期待できる。 

現在，学生の在籍者数は定員を満たしていないが，反面きめ細かい指導が可能となって

いる。 

 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【特色】 

留学生や社会人の受験希望者が比較的多い。 

【特色】 

なし 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

受験生の数が定員よりは少ない傾向が継続している 

【問題点】 

なし 

【課題】 

内部進学者を増やすために，学部のゼミや研究室を通じて，大学院進学の具体的なイメージを持ってもらうことが必要で

ある。 

【課題】 

なし 

根拠資料名 

在学生向けの勧誘チラシ（専攻資料８）  
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３．教員・教員組織に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 
各学部・研究科等の教員組織の編制に

関する方針を明示しているか。 

教員組織の編制に関する方針に基づき、教

育研究活動を展開するため、適切に教員組

織を編制しているか。 

教員の募集、採用、昇任等を適切に行っ

ているか。 

教員の資質の向上を図るための方策を組

織的かつ多面的に実施し、教員及び教員組

織の改善につなげているか。 

教員組織の適切性について定期的に点

検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組

みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

☑ つなげている 
□ 一部つなげている 
□ つなげていない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

教員組織の編制として，下記のよう

な方針を定めている。 

本専攻は以下の要件を満たす教員で

組織する。編制にあたっては、国際食

料農業科学研究科（農学研究科）の教

員組織の編制方針を踏まえるととも

に、農業・食料・環境の諸問題に対して

経済学をはじめとした社会科学の手法

を用いて多様な研究・教育を展開しう

る研究室体制と社会科学の特性を踏ま

えた教育体制を構築し、その維持・向

上に努める。 

1．法令（大学院設置基準等）で定めら

れている要件を満たす教員 

2．本専攻の「教育研究上の目的」、「教

育目標」及び「３つの方針」を十分理解

し、それらに対応する能力と意欲を備

えている教員 

3．農業経済学や関連社会科学分野にお

ける高い研究業績を有するとともに、

本専攻の構成員として各種運営業務に

積極的に取り組める教員 

農業経済学専攻は，国際食料情報学部食

料環境経済学科に所属する教員で構成し

ている。食料環境経済学科は 6 研究室で

編成され，母体となる各研究室原則として

3名の教員で構成されている。令和７年度

は，指導教授 10名，指導補助教員 4名，

授業担当教員 1 名となっており，男性 10

名，女性５名である。 

農業経済学専攻所属となっていない若

い教員まで含めて，18 名全員による院生

指導体制を作っている。 

 

新規教員の募集・採用については，食

料環境経済学科と一体的に行っている。

募集はすべて公募によって行い，本学お

よび科学技術振興機構のホームページ

等で公募情報を公表している。採用・承

認については，大学の基準に従い，専攻

委員会で審議を経て公平かつ適切に行

っている。 

 

各研究室の中で指導教授などが新任教

員や若手教員にアドバイスを行い，資質向

上を図っている。また，全学的に行ってい

る FDフォーラム，公的資金の利用管理に

関する講習会，ハラスメント講習会などに

各教員は参加し，資質向上を図っている。 

教員の研究室体制については，時代

の変化や研究・教育上の効果を鑑みて，

数年に一度，関係教員全員で検討を行

い，研究室の再編を行ってきた。 

これに関して，食料環境経済学科の

研究室体制と専攻の柱の特論がうまく

連動できていないという問題があっ

た。これについて，専攻のカリキュラム

検討委員会および専攻委員会において

検討し，令和 6 年度よりは、これまで

の農業経済学，農政学，食料経済学とい

う 3 つの柱の特論を，農業経済学、フ

ードシステム論，食料環境経済学の 3

つに再編し，1 つの特論が 2 つの研究

室に対応するようになった。令和７年

度も同様に実施した。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【長所】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

【特色】 

なし 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

 【問題点】 

 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

 

 【課題】 

 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

 

根拠資料名  学生便覧（専攻資料２）   学生便覧（専攻資料２） 
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                                 学部・研究科名 国際食料農業科学研究科     
                                                         学部長・研究科委員長名 入江 憲治          

                                                        学科名・専攻名 国際アグリビジネス学専攻    

 

１．教育課程・学習成果に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 

教育課程の編成・実施方針（カリキュラ

ム・ポリシー）に基づき、各学位課程に

ふさわしい授業科目を開設し、教育課程

を体系的に編成しているか。 

学生の学習を活性化し、効果的に教育

を行うための様々な措置を講じている

か。 

成績評価、単位認定及び学位授与を適切

に行っているか。 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

に明示した学生の学習成果を適切に把

握及び評価しているか。 

教育課程及びその内容、方法の適切性につ

いて定期的に点検・評価を行っているか。

また、その結果をもとに改善・向上に向け

た取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 講じている 
□ 一部講じている 
□ 講じていない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

・国内外の食・農・環境ビジネスに関す

る専門科目を配置している。 

・講義内容のシラバスへの反映、15 回開

講や休講時の補講を確実に実施してい

る。 

・最先端研究の知識などを得るため、外

国人招聘教員による講義を適宜実施し

ている。 

・調査・研究能力の向上を図るため、学

期ごとに中間報告会等（後学期には全

学の大学院研究発表会に参加）を実施

している。 

・柱科目の演習を必修科目として設置

し、きめ細やかに指導している。 

・柱科目の演習では国内外の学会にお

ける研究発表の指導も行っている。 

・成績評価と単位認定は、国際食料農業

科学研究科の評価基準に従って実施し

ている。 

・学位授与は、原則として専攻教員全員

が参加する学位論文報告会および審査

会を開催し、学位論文および最終試験の

評価を総合的に行なっている。 

・中間報告会等を実施している。 

・専攻主任、専攻主事がシラバスチェッ

クを行い、DP との整合性を確認し、改

善を図っている。 

・各学期において、指導教員が学生の取

得単位数と成績内容を把握している。 

・中間報告会等を通じて、個々の学生の

学習成果を総合的に把握している。 

・指導教授が就職相談を実施している。 

・専攻の教育体系を向上・改善するための

科目・授業内容について、科目担当教員が

定期的に確認・検証を行なっている。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

食・農・環境ビジネスの理解やその調査・

研究に必要な知識や能力が身につく。 

【長所】 

調査・研究能力の向上に加え、プレゼ

ンテーション能力が身につく。 

【長所】 

成績評価、単位認定及び学位授与の客観

性が保たれている。 

【長所】 

中間報告会等における評価結果を院生

にフィードバックし、総合的な研究能力

の向上に努めている。 

【長所】 

教育課程を不断に検証し、改善する取り組

みができる。 

【特色】 

ゼミ形式による少人数教育で、個々の大

学院生に応じたきめ細やかな教育を行

っている。 

【特色】 

日本語のみならず英語での報告・質疑

応答もあり、国際性の向上に寄与して

いる。 

【特色】 

全員の研究報告内容、発表について、中

間発表会では採点も行なっている。 

【特色】 

なし。 

【特色】 

教員配置とカリキュラム、教育計画などを

長期的視野のもと点検・評価し検討でき

る。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

なし。 

【問題点】 

なし。 

【問題点】 

なし。 

【問題点】 

なし。 

【問題点】 

なし。 

【課題】 

外部講師による講義を積極的に導入す

る。 

【課題】 

なし。 

【課題】 

なし。 

【課題】 

なし。 

【課題】 

なし。 

根拠資料名 

◆大学院カリキュラム（学生ポータル参

照）、◆①大学院学生便覧、◆大学院シラ

バス（学生ポータル参照）、◆②専攻会議

資料、◆専攻３ポリシー（大学院 HP 参

照） 

◆③④第 1 回・第 2 回中間報告会報告

要旨（表紙のみ開示） 

◆③④第 1 回・第 2 回中間発表会報告要

旨（表紙のみ開示）、◆⑤⑥第 1 回・第 2

回中間報告会教員による評価結果 

◆専攻３ポリシー（大学院 HP 参照） ◆②専攻会議資料 
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２．学生の受け入れに関する点検・評価項目 

 ① ② 

点検項目 
学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や体

制を適切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果をもと

に改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

・学生募集や入試にかかわる情報は Web ページにおいて公開しており、全受験者に公正に提供し

ている。また、願書提出方法や奨学金情報にかかわる詳しい説明、さらには個々の志願者の質問へ

の回答などのため、願書提出前に専攻単位の入試説明会を対面・オンラインともに複数回開催し、

学生募集・入学者選抜における公平性を担保するための取り組みを実施している。 

・入試過去問題の公表、共通問題の出題方針の明確化、口頭試験の評価基準の整備を専攻として進

め、公正な入学者選抜に努めている。 

・令和 8 年 4 月入学博士後期課程１期入試（令和 7 年度実施）より、外国語試験に英語外部試験 

（TOEIC／TOEFL／IELTS）を導入している。 

・令和 9 年 4 月入学試験（令和 8 年度実施）より、「学内推薦入試（博士前期課程）」の導入を決

定している。 

・文部科学省奨学生、JICA 奨学生、ABE イニシアチブ、東京農大特別留学生、SEARCA プロ

グラムなど留学生の受け入れを積極的に行っている。 

・学生の適性について、個々の学生の評価・適性を専攻内で共有し、定期的に開催する報告会

にて相互に点検・評価し、問題点の把握と改善を検討している。 

・一般入試に加え、社会人入試、海外現地入試など多様な入試制度の受け入れを行っている。 

・留学生を中心に、学外の奨学金獲得に向け、応募書類作成の支援や推薦書作成を行っている。 

・日本人学生の進学指導を強化し、日本人の大学院進学者が増加している。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・指導教授との進路相談などを通じて、研究計画策定など入学希望者の事前準備を重視している。 

・博士後期課程第１期入試より外国語試験に英語外部試験を導入し、統一的な評価方法を図ってい

る（博士前期課程は導入済）。 

・「学内推薦入試」の導入に伴い、アグリビジネス学科から積極的な人材確保、育成を図ることと

している。 

【長所】 

・学内外・国内外の大学院進学希望者からの相談に答えることで、学生受け入れの改善に努め

ている。 

【特色】 

・博士前期課程・博士後期課程入試においては、英語試験に外部試験を学内でもいち早く導入して

いる。 

・「学内推薦入試」の導入においてアグリビジネス学科 3 年生および学科教員に対し受験者資格等

を明示するとともに、専攻独自の説明会開催による本入試制度に対する理解醸成、公正な入学者選

抜にむけた専攻教員による選考基準・方法の検討を行っている。 

【特色】 

・学生指導では、主指導教員、副指導教員および指導補助教員からなる複数教員による教育指

導体制を整備している。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

なし。 

 

【問題点】 

なし。 

【課題】 

・大学院進学希望者の確保にむけた学内・学外への積極的な周知を行う。 

【課題】 

・学外奨学金の獲得者を増やすよう指導・支援する。 

根拠資料名 

◆②専攻会議資料、◆大学院入試募集要項、HP等、◆入試過去問題公表HP、◆専攻３ポリシー

（専攻HP参照） ◆⑦アグリビジネス学科3年生対象「令和9年4月入学国際アグリビジネス学

専攻博士前期課程「学内推薦入試」導入・説明会開催に関する案内文（学外非公開） 

 

 

◆②専攻会議資料、◆③④第 1 回・第 2 回中間報告会報告要旨（表紙のみ開示） 
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３．教員・教員組織に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 
各学部・研究科等の教員組織の編制に

関する方針を明示しているか。 

教員組織の編制に関する方針に基づき、教

育研究活動を展開するため、適切に教員組

織を編制しているか。 

教員の募集、採用、昇任等を適切に行っ

ているか。 

教員の資質の向上を図るための方策を組

織的かつ多面的に実施し、教員及び教員組

織の改善につなげているか。 

教員組織の適切性について定期的に点

検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組

みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

☑ つなげている 
□ 一部つなげている 
□ つなげていない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

・指導教授による専攻委員会を不定期

に開催し、指導教授推薦など教員組織

編成の方針を確認し、必要に応じて改

善している。 

 

・学部改組に伴い教員数が減少するなか、

柱科目を中心に専任教員を配置し、不足を

非常勤講師で補うなど適切に編制してい

る。 

・分野・研究室単位でバランスの取れた年

齢構成に心がけている。 

・教員の授業負担に配慮しながら時間割

編成するよう努めている。 

 

・学部・学科で教員募集を行う場合、常

に大学院担当についても確認しながら

専攻人事の方針を決定している。 

・教員の昇任は学科教授会および専攻会

議にはかり、指導教授により構成される

専攻委員会にて適切に審議している。 

 

・研究室単位で授業を行うことで、若手教

員の FD の機会となっている。 

・専攻独自にFD研修会などは開催してい

ないが、積極的に学内の FD 講習会に参加

している。 

・授業評価アンケートに取り組むよう、専

攻院生全員に指導している。 

・教員の研究業績、社会活動について

は、自己点検システムへの積極的な反

映を促している。 

・教員の研究業績、社会活動について

研究室ごとに点検・評価することを奨

励している。 

 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・教員組織の編成方針に基づき、英語

で指導できる教員や指導教授が増える

見込みが立った。 

【長所】 

・研究科再編で専攻教員が減少したが、継

続して多彩な科目を提供している。 

【長所】 

・研究室ごとに募集・採用・昇任を検討

した結果、指導教授を充実させる目処が

立った。 

【長所】 

・授業評価アンケートに取り組むよう、専

攻院生全員に指導した。結果、回答数が増

加した。 

【長所】 

・教員の研究教育力向上のため、アグ

リビジネス学科と連携して海外依命留

学および特別研究期間の計画を検討し

た。 

【特色】 

・英語で研究指導するなど、国際性が

向上した。 

【特色】 

・英語で指導可能な教員配置に努めてい

る。 

【特色】 

なし。 

【特色】 

なし。 

【特色】 

なし。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

なし。 

【問題点】 

・英語指導に十分対応できていない研究

室があり、留学生の研究室選択に偏りがあ

る。 

【問題点】 

なし。 

【問題点】 

なし。 

【問題点】 

なし。 

【課題】 

なし。 

【課題】 

・研究室単位での研究・教育・指導を念頭

に置いた教員配置計画を策定する。 

【課題】 

なし。 

【課題】 

・授業評価・満足度アンケートの回答数を

向上させる必要がある。 

【課題】 

なし。 

根拠資料名 

◆①専攻教員配置表（大学院便覧）、 

◆大学院教員名簿（大学院 HP 参照） 

◆①専攻教員配置表（大学院便覧参照）、 

◆大学院教員名簿（大学院 HP 参照） 

◆①専攻教員配置表（大学院便覧参照） 

 

◆②専攻会議資料 

◆2024L 授業評価＆満足度アンケート集

計結果、2025F 授業評価アンケート集計

結果 

◆②専攻会議資料 
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                                      学部・研究科名   国際食料農業科学研究科    
                                                                学部長・研究科委員長名   入江 憲治      

                                                               学科名・専攻名   国際食農科学専攻               

１．教育課程・学習成果に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 

教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシ

ー）に基づき、各学位課程にふさわしい授業科目を

開設し、教育課程を体系的に編成しているか。 

学生の学習を活性化し、効果的に

教育を行うための様々な措置を講

じているか。 

成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っている

か。 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に明示した学

生の学習成果を適切に把握及び評価しているか。 

教育課程及びその内容、方法の適切性に

ついて定期的に点検・評価を行っている

か。また、その結果をもとに改善・向上に

向けた取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 

□ 一部している 

□ していない 

☑ 講じている 

□ 一部講じている 

□ 講じていない 

☑ 行っている 

□ 一部行っている 

□ 行っていない 

☑ している 

□ 一部している 

□ していない 

☑ 行っている 

□ 一部行っている 

□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

国際食農科学専攻では，具体的なカリキュラムポ

リシーとして，以下のように定めて教育課程を編

成している。（１）研究科共通科目として配置する

必修科目の「研究倫理特講」により，研究者として

備えておくべき倫理を身に付ける。（２）また基礎

科目である「論文英語」，「プレゼンテーション法」，

において，学術研究をまとめるため必要な技法及

び報告の方法を学ぶ。（３）「食農技術学」と「食農

経済学」において自然科学と社会科学の両基礎領

域を学び，さらに，「植物生産学特論」，「食環境科

学特論」，「食農政策特論」，「食農教育特論」といっ

た特論科目を履修し，専門領域に対する理解を深

める。これらの科目を履修することにより，研究能

力及びリーダーシップ能力を修得させる教育課程

を編成している。 

入学時の４月にガイダンスを行

い，履修の仕方などの必要な手続

きを説明している。 

定期的に行われる専攻会議におい

て，問題がある場合，教員相互で意

見交換を行い、対策を立てている。 

成績評価については，レポートや授業態度・個別報告

などを通じて適切に行っている。複数教員のオムニバ

ス科目についても教員同士で確認を行い，適切に評価

を行っている。院生が説明を求める場合は科目担当教

員が面談等を行うようにしている。 

国際食農科学専攻では，①「農業生産」，「食品科学」，

「食農政策」，「食農教育」などの自然科学・社会科学

にわたる国際食農科学の確かな知識を有し，②国際食

農科学において研究者，高度専門家，教育者として活

動し得る能力，③国際食農科学にかかわる研究を遂行

する能力，④専門性を活かし，国内外における食や農

にかかわる諸問題を解決する能力等をディプロマポリ

シーに掲げ，学生の学習成果を把握・評価している。 

大学院生に対するアンケートの結果に基

づき，点検・評価を行うとともに，改善計

画を立て教員間で情報の共有を図り，向

上を図っている。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・自然科学および社会科学の観点から食農技術学

と食農経済学に関連した幅広い分野を学ぶことが

できる。 

【長所】 

なし 

【長所】 

院生に対して，授業以外の場面でも，指導教授が指導

体制を強化し，研究発表および学位論文作成の指導を

し，成果を上げた。 

【長所】 

発表会を通して，院生相互の研究の理解を深め、学位

授与方針に則った体制を整えている 

【長所】 

院生の人数も少なく，院生との距離が近

いため，院生の要望を聞くことができる。 

【特色】 

・国際食農科学に関する総合的・複合的な視野をも

ち高度な研究能力を有する人材を養成できる。 

【特色】 

なし 

【特色】 

研究発表会を実施しているため，専攻全体の教員が常

に院生の研究情報を把握し，多角的に助言できる。 

【特色】 

本専攻の教員は，多方面から優れた教員が集まってお

り，院生に対して様々な角度から研究指導ができる． 

【特色】 

 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次年

度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

なし 

【問題点】 

なし 

【課題】 

・なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

【課題】 

なし 

根拠資料名 

【根拠資料①】設置の趣旨等を記載した書類 【根拠資料②】授業実施評価報告

書 

授業実施評価報告書、【根拠資料③】研究発表会抄録 設置の趣旨等を記載した書類、授業実施評価報告書、

研究発表会抄録 

授業実施評価報告書、研究発表会抄録、

【根拠資料④】2025F 授業評価アンケー

ト結果 
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２．学生の受け入れに関する点検・評価項目 

 ① ② 

点検項目 
学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生募集及び入学者選抜の制度や体

制を適切に整備し、入学者選抜を公正に実施しているか。 

学生の受け入れの適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結果をもと

に改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

国際食農科学専攻修士課程では，具体的なアドミッションポリシーとして，国際食農科学に対する

深い理解の上に，専門分野における基礎的な問題を自立的に解決できる人材を育成し，以下のよう

な学生を求めている。 

①国際食農科学の当該分野における学修が可能な四年生大学修了程度の学力を有している。②国

内外における学修や研究活動を可能にする基本的な語学力を有している。③豊かな学びと人間関

係の構築を可能にするコミュニケーション能力を有している。④国際食農科学の発展への貢献に

強い関心，研究者，教育者あるいは専門家として社会に貢献しようとする明確な問題意識と学修に

対する強い意欲を有している。 

学生募集については年 2 回説明会を開催し，アドミッション・ポリシーなど PowerPoint を用いな

がら，進学希望者に対して丁寧に説明している。 

また，学力試験については専攻の全教員が参加する口頭試問で受験生の意欲や能力を判断してい

る。 

専攻の全教員で入試科目（英語科目・専門科目）やアドミッションポリシーの適切性について

点検・評価を行い，改善を図っている。 

定期的に実施している専攻会議において，常に院生確保について教員相互で情報交換を行い，

入学希望者に対して，事前に，研究体制として専攻内での研究指導教員の紹介と研究の方向性

を指導した上で，入学試験が受験できるようなシステムを構築している． 

  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・専攻教員全員で選考している。 

【長所】 

・専攻教員全員で取り組んでいる。 

【特色】 

・専攻のポリシーを理解した学生が受験している。 

【特色】 

・大学院生が少人数な点を活かしている。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・なし 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・なし 

根拠資料名 

【根拠資料①】設置の趣旨等を記載した書類 

【根拠資料⑤】入試説明会 PowerPoint 

【根拠資料④】2025F 授業評価アンケート結果 

【根拠資料⑥】改善計画書 
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３．教員・教員組織に関する点検・評価項目 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

点検項目 
各学部・研究科等の教員組織の編制に関する方針

を明示しているか。 

教員組織の編制に関する方針

に基づき、教育研究活動を展開

するため、適切に教員組織を編

制しているか。 

教員の募集、採用、昇任等を適切に行っ

ているか。 

教員の資質の向上を図るための方策を組

織的かつ多面的に実施し、教員及び教員組

織の改善につなげているか。 

教員組織の適切性について定期的に点

検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組

みを行っているか。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ している 
□ 一部している 
□ していない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

☑ つなげている 
□ 一部つなげている 
□ つなげていない 

☑ 行っている 
□ 一部行っている 
□ 行っていない 

点検項目に 

対する 

現状説明 

教員組織の編制として，下記のような方針を定め

ている。 

国際食農科学専攻は以下の要件を満たす教員で

組織する。編制にあたっては，国際食料農業科学

研究科の教員組織の編制方針を踏まえ，教育研究

上の目的を達成するため，主要となる専門領域を

定め，それぞれに研究指導教員を配置する。また，

教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化

を図るため，教員の構成が特定の範囲の年齢に著

しく偏ることのないよう配慮している。 

1．法令（大学院設置基準等）で定められている要

件を満たす教員 

2．本専攻の「教育研究上の目的」，「教育目標」及

び「３つの方針」を十分理解し，それらに対応す

る能力と意欲を備えている教員 

3．国際食農科学分野における高い研究業績を有

するとともに，本専攻の構成員として各種運営業

務に積極的に取り組める教員 

国際食農科学専攻は，国際食農

科学科に所属する４研究室の

教員で構成している。各研究室

原則として３名の教員で構成

されている。令和 7 年度は，指

導教授 6名，指導補助教員 5名，

授業担当１人となっており，男

性 6 名，女性 5 名である。専攻

では，適切に教員組織を編制し

ている。 

新規教員の募集・採用については，国際

食農科学科と一体的に行っている。募集

はすべて公募によって行い，本学および

科学技術振興機構のホームページ等で

公募情報を公表している。採用・承認に

ついては，大学の基準に従い，専攻委員

会で審議を経て公平かつ適切に行って

いる。 

指導教授などが若手教員にアドバイスを

行い，資質向上を図っている。また，全学

的に行っている FD フォーラム，公的資金

の利用管理に関する講習会，ハラスメント

講習会などに各教員は参加し，資質向上を

図っている。 

教員の研究室体制については，研究・教

育上の効果を鑑みて，学科会議で検討

を行い維持している。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・院生の研究内容について，多方面から他の指導

教授からのアドバイスが可能である。 

【長所】 

・研究室運営を複数教員でおこ

なうことができる。 

【長所】 

・学科・専攻全体で情報共有や選考を適

切に行っている。 

【長所】 

・自然・社会・人文科学の広い分野での指

導教員の受け入れが可能であること。 

【長所】 

・教員再編の必要が現状ではない。 

【特色】 

・国際食農科学の分野において，広く自然．社会・

人文と多方面で指導できる。 

【特色】 

・研究室教員の合意により運営

している。 

【特色】 

・全ての専攻教員が関与している。 

【特色】 

・全ての専攻教員が関与している。 

【特色】 

・学科創設以来、体制はかわっていな

い。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・なし 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

【課題】 

・なし 

根拠資料名 
【根拠資料①】設置の趣旨等を記載した書類、【根

拠資料⑦】大学院教員名簿 

設置の趣旨等を記載した書類、

大学院教員名簿 

大学院教員名簿 研究講演会抄録  

 



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

                   

                                  学部・研究科名    国際食料農業科学研究科  
                                                         学部長・研究科委員長名  入江 憲治       

                                                           学科名・専攻名    国際農業開発学専攻      

１．教育に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 

自然科学および社会科学にわたる広範な学問領域を統合する総合的

アプローチにより、農業開発や国際協力にかかわる問題の解決を図る

ための論理的な思考力と実践力を持つ 

 

異なる文化や習慣を尊重した活動を展開できる人材を育成する 国内外の農業開発ならびに国際協力分野でリーダーシップをも

って活躍できる人材を育成する 

実行サイクル  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年）  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年）  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年） 

実施 

スケジュール 

自然科学と社会科学の両領域で、それぞれ基幹となる必修科目を履

修し、総合的な知識を修得するとともに、農業開発や国際協力にか

かわる諸問題や研究手法について学ぶことを目的とし、各研究領域

をカバーする座学科目および実験・演習科目ならびにフィールド調

査を選択科目として履修する。 

他国の文化・社会・習慣などの多様性に十分な知識と理解を有し、柔軟

な思考力と判断力、さらにコミュニケーション力を身につけ、演習・実

験を通して国内外のどの地域でも自己の能力を発揮して社会に貢献する

ことができる能力を養う。 

 

インターンシップ、国内外におけるフィールド調査、視察研修

などを実施し、国内外の多種多様な社会の場において、パイオ

ニア的存在としてリーダーシップを発揮できる能力を養う。 

目標達成を測

定する指標 

カリキュラムの実施状況 

 

専攻の全指導教授および教員が出席し、発表者に対してコメントや意見

を述べる専攻内研究発表会の開催状況。 

インターンシップ、国内外におけるフィールド調査、視察研修

などの実施状況。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

すべてのカリキュラムを適切に実施した。 院生発表会（英語でのプレゼン資料作成が必須）を 2 回実施した。 国内外におけるフィールド調査やインターンシップに複数名の

院生が従事した。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・幅広い科目を配したカリキュラムにより、総合的かつ実践的な大学

院教育を実施できる。 

【長所】 

・なし 

【長所】 

・なし 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・なし 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・なし 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・なし 

根拠資料名 

大学院シラバス 大学院発表会要旨集 フィールド調査実施報告書 



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

２．研究に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 
国内外の農業・農村開発の現場におけるさまざまな問題解決に貢献す

る課題解決型研究の推進 

農業・農村開発を通じて国際的に活躍する人材を育成するため、国内外の

大学・研究教育機関・国際協力機関と連携した研究活動の実施 

国内外の多種多様な社会の場において、パイオニア的存在として

活躍する人材を育成するため、地域・社会と連携した研究活動の

実施 

実行サイクル  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年）  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年）  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年） 

実施 

スケジュール 
学内外の競争的資金を獲得し、研究プロジェクトを実施する。 

国内外の大学・研究教育機関・国際協力機関と連携した研究を実施す

る。 
地域・社会と連携した研究を実施する。 

目標達成を測

定する指標 
研究プロジェクトの実施状況。 

国内外の大学・研究教育機関・国際協力機関と連携した研究活動の実施

状況。 
地域・社会と連携した研究活動の実施状況。 

自己評価 

（☑を記入） 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

専攻教員の多くが競争的資金を獲得し、研究代表者・研究分担者・プ

ロジェクトマネージャーなどとして研究課題を遂行している。 

複数の専攻教員が連携研究を実施している。 複数の専攻教員が国内外の地域・社会との連携を伴う研究活動を

行っている。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・なし 

【長所】 

・なし 

【長所】 

・なし 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・なし 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・なし 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・なし 

根拠資料名 

教員の研究活動 教員の研究活動 教員の研究活動 

 

  



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

３．その他に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 地域社会と連携した取り組みを推進する。 民間企業などと連携した取り組みを推進する。  

実行サイクル  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年）  4 年サイクル（令和 5 年～令和 8 年）     年サイクル（   年～   年） 

実施 

スケジュール 
地域社会と連携した取り組みを実施する。 民間企業などと連携した取り組みを実施する。  

目標達成を測

定する指標 
地域社会と連携した取り組みの実施状況。 民間企業などと連携した取り組みの実施状況。  

自己評価 

（☑を記入） 

□ 達成した 
☑ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
☑ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

専攻教員が地域社会と連携した取り組み（地域民間包括連携活動）を

行った。 

専攻教員が民間企業と連携した取り組みを行った。  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・なし 

【長所】 

・なし 

【長所】 

・ 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・ 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・ 

根拠資料名 

教員の研究活動 教員の研究活動  

 



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

                   

                                   学部・研究科名    国際食料農業科学研究科  
                                                            学部長・研究科委員長名   入江 憲治    

                                                             学科名・専攻名      農業経済学専攻    

１．教育に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 

大学院生が的確かつ体系的に情報を整理する能力と論理的思考能力

を醸成するため、博士前期課程の特別演習Ⅰ～Ⅳ、博士後期課程の特

別研究指導Ⅰ～Ⅲの一環として、年間 5 回の総合演習（研究中間報告

のプレゼンを行う研究会）を実施し、教育力の向上を図る。 

 

 

実行サイクル   1  年サイクル（令和 7 年）     年サイクル（令和   年～   年）     年サイクル（令和   年～   年） 

実施 

スケジュール 

第 1回総合演習の実施（６月） 

第２回総合演習の実施（７月） 

第３回総合演習の実施（11月） 

第４回総合演習の実施（12月） 

第５回総合演習の実施（１月） 

  

目標達成を測

定する指標 

① 各総合演習の報告資料 

 
  

自己評価 

（☑を記入） 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

5 回の総合演習（研究中間報告のプレゼンを行う研究会）を予定通り

実施した（年度途中の休学者を除く）。 

  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・なし 

【長所】 

・ 

【長所】 

・ 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・ 

【特色】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

根拠資料名 

「総合演習」計画表 

 

  

  



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

２．研究に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 

農業経済学専攻では、大学院生が社会科学の専門領域における知識と

研究能力を修得することを目標としており、各専門領域の学会で、教

員との共同研究を含め研究発表や学会誌への投稿を行い、研究力の向

上を図る。 

 

 

実行サイクル   1  年サイクル（令和 7 年）     年サイクル（令和   年～   年）     年サイクル（令和   年～   年） 

実施 

スケジュール 
各専門領域の学会発表・学会誌への投稿（随時）   

目標達成を測

定する指標 
大学院生の学会発表、学会誌投稿・受理の状況   

自己評価 

（☑を記入） 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

2025 年度は、農業経済学専攻所属大学院生の対外的研究発表として、

査読付き論文、学会報告があった。 

  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・なし 

【長所】 

・ 

【長所】 

・ 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・ 

【特色】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

根拠資料名 

令和７年度研究室・実習等活動報告   

 

  



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

３．その他に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 
博士前期課程、博士後期課程ともに、入試受験者確保に向けて努力す

る。 

 

 

実行サイクル   1  年サイクル（令和 7 年）     年サイクル（令和   年～   年）     年サイクル（令和   年～   年） 

実施 

スケジュール 

第１回大学院入試説明会の実施（５月） 

1 期入試等（７月） 

第２回大学院入試説明会の実施（11 月） 

２期入試等（１月） 

  

目標達成を測

定する指標 

①各入試説明会の参加者数 

②各入試受験者数 
  

自己評価 

（☑を記入） 

□ 達成した 
☑ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

入試説明会は、予定の２回について開催した。1 期入試説明会につ

いては、5 月 21 日に実施し、博士前期課程希望者 7 名、博士後期課

程希望者 1 名が参加した。Ⅱ期入試説明会については、11 月 27 日に

実施し、博士前期課程希望者が 5 名参加した。  

一方で、志願者数は留学生や社会人となっており、学部学生の確保に

努める。 

  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・今年度は３年次以下の学生たちの研究のための進学への関心を高

められた。次年度以降も学生が大学院への進学を選択肢に入れられる

ように、周知に努める。 

【長所】 

・ 

【長所】 

・ 

【特色】 

・なし 

【特色】 

・ 

【特色】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・入試説明会への参加学生の大半が、３年次以下の学部生となってお

り、今年度の志願者には含まれなかった。 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【課題】 

・受験年度の学部生の進路候補の選択肢となるように努める。 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

根拠資料名 

在学生向けの勧誘チラシ 

大学院入試志願者数 

 

  

 



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

                   

                                        学部・研究科名 国際食料農業科学研究科       
                                                         学部長・研究科委員長名 入江 憲治                

                                                        学科名・専攻名 国際アグリビジネス学専攻    

１．教育に関する総合的事項 

 ① ② 

目 標 
大学院の講義における成績評価の客観性・厳格性のさらなる確保 

（将来的な GPA 導入の環境整備） 
AP/DP に適合した大学院生の研究・プレゼンテーション能力の向上 

実行サイクル   4  年サイクル（令和 7 年 ～ 令和 10 年）   4  年サイクル（令和 7 年 ～ 令和 10 年） 

実施 

スケジュール 

①大学院成績評価の現状と課題の明確化 

②上記①を踏まえた、専攻共通の成績評価の判断基準の策定 

③上記②の評価実施と課題の再確認 

④目標達成に至るまで上記②と③のプロセスを毎年度実施 

①専攻開催の研究成果報告会（中間・最終）の着実な実施 

②上記①を踏まえた、新たな研究・プレゼンテーション内容評価方法の提案 

③上記②の評価方法の実施と効果の確認 

④目標達成に至るまで上記②と③のプロセスを毎年度実施 

目標達成を測

定する指標 
専攻共通の判断基準に基づく成績評価を実施する教員数（比率） 

①全教員のプレゼンに対する改善コメント記入割合 

②大学院生の教育課程満足度調査への回答数（比率） 

自己評価 

（☑を記入） 

□ 達成した 
□  一部達成した 
☑ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
☑ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

学生が海外の大学院に進学を希望する場合、GPA の提出を求められることがある。このため、将来的

には大学院に GPA を積極導入すべきであると考え、大学院教学検討委員会における GPA 検討結果を

踏まえ、導入にむけた検討を進めている。 

専攻で実施している中間報告会において、各院生の報告要旨とプレゼンテーションについて教員がそれぞ

れ評価をしているほか、評価結果とコメントを院生各人に対し丁寧にフィードバックしている。また、大学

院生が在籍する全ての研究室で研究成果を定期的に発表させるなど、プレゼンテーション能力の向上を意

図した指導を行った。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

博士前期課程の最終報告会における評価の際には、学位論文および最終試験の評価項目を合議により

精査し、客観的な評価を志向している。 

【長所】 

プレゼンテーション能力の向上は、修士・博士論文の質向上への影響もさることながら、社会に出た後、様々

な場面で活用可能である。 

【特色】 

博士前期課程の院生に学位論文・最終試験の評価項目を周知し、評価の客観化を図っている。 

【特色】 

日本語のみならず、英語によるプレゼンテーション能力の育成に努めている。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

演習科目をはじめ、科目あたりの履修院生数が少ないため、評価が難しい科目がある。 

【問題点】 

大学院生の教育課程満足度調査については、回答者数が少ないため分析に至っていない。 

【課題】 

引き続き GPA 導入促進の方策を検討する。 

 

【課題】 

大学院生の教育課程満足度調査の回答数を向上させる。 

根拠資料名 

◆①大学院カリキュラム（学生便覧）、◆大学院シラバス（学生ポータル参照）、◆⑦最終報告会要旨集、

◆⑧最終報告会評価結果（判定資料 B） 

成績評価を 1 科目以上で実施した教員数 15 人（100%） 

◆プレゼンに対するコメント記入割合（年度内成果報告会をあわせて 15 名中 15 名＝100％）◆①大学院

カリキュラム（学生便覧）、◆大学院シラバス（学生ポータル参照）、◆③④第 1 回・第 2 回中間報告会要

旨集、◆⑤⑥第 1 回・第 2 回中間報告会の評価集計結果 



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

２．研究に関する総合的事項 

 ① ② 

目 標 大学院（博士後期課程）研究支援制度の積極的活用 アグリビジネス分野を対象とした研究成果の対外公表 

実行サイクル   4  年サイクル（令和 7 年 ～ 令和 10 年）   4  年サイクル（令和 7 年 ～ 令和 10 年） 

実施 

スケジュール 

①現行の大学院博士後期課程研究支援制度への応募資格の確認 

②次年度に向けた対象学生・対象テーマの選定 

③制度への申請支援 

④研究実施・予算執行に係る問題点の析出 

①学会等における研究報告の促進 

②研究成果の論文化の奨励 

③成果の取りまとめと社会化 

目標達成を測

定する指標 
（博士後期課程研究支援制度等）対象学生に対する応募者数比率 

①大学院生海外研究発表支援プログラムへの申請・採択数（比率） 

②研究成果の学会報告数 

③論文投稿数 

 

自己評価 

（☑を記入） 

□ 達成した 
☑ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

2025 年度は有資格者 3 名中 2 名が博士後期課程研究支援制度（学プロ）に応募し、2 名が採択された。 2025 年度においては、積極的な研究活動が行われた結果、大学院生を筆頭とする学会報告数 11 件、論文投

稿数 12 件など堅調な業績を上げることができた。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

採択された課題については、成果が上がった。 

【長所】 

大学院生海外研究発表支援プログラムを積極活用することで、研究発表の伸長につながっている。 

【特色】 

海外を含めた現地調査や大規模アンケートなど費用のかかる研究の促進に大いに役立っている。 

【特色】 

なし。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・前年度に比べ、採択率・採択数ともに低下・減少した。 

【問題点】 

外部資金の活用事例が少ない。 

【課題】 

・採択数・採択率の向上が課題となる。 

【課題】 

大学院生や若手研究者向けの外部資金獲得に向けた対策・指導を継続的に実施していく必要がある。 

根拠資料名 

◆応募者数比率（2 名/2 名＝100％） 

（応募者 2 名のうち 2 名全員が採択された） 

◆学会報告数 11 件（前年比-7 本）、論文投稿数 12 件（前年比-2 本）、商業誌等への掲載 4 件（前年比+1

件）、大学院生海外研究発表支援プログラム採択 5 名 

 

 

  



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

３．その他に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 国際アグリビジネス学専攻教育課程の継続的検証 大学院生の研究・生活基盤の確立支援 インターンシップ科目等の活用と進路指導の強化 

実行サイクル   4  年サイクル（令和 7 年 ～ 令和 10 年）   4  年サイクル（令和 7 年 ～ 令和 10 年）   4  年サイクル（令和 7 年 ～ 令和 10 年） 

実施 

スケジュール 

①教育課程の評価と問題点の抽出 

②アグリビジネス学科の教育課程改革（2029 年度新カリキュラムに

向けた検討）との関係の整理 

③上記①と②を踏まえた専修分野の効果検証 

①大学院生の生活実態の把握と指導 

②大学院生向けの研究費・奨学金等の情報収集  

③大学院生（＋入学予定者）への奨学金申請の促進 

①大学院入学時の早い段階で大学院修了後の進路について検討

させ、進路目標の設定とそれに向けた具体的計画を策定させ

る。 

②インターンシップ科目の受講とチャレンジワークショップへ

の積極的参加を指導する。 

③適宜、指導教員による進路相談を実施する。 

目標達成を測

定する指標 
①大学院生の教育課程満足度調査結果の分析 

①学外奨学金応募者数 

②奨学金応募者に占める奨学金受給者割合 

①就職希望学生に対するインターンシップ実施者数 

②大学院生向けチャレンジワークショップの実施有無 

自己評価 

（☑を記入） 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
☑ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
☑ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

・2025 年度は国際アグリビジネス学専攻として 5 年度目を迎え、教

育課程を安定的に実施することができた。 

・アグリビジネス学科の教育課程改革（2029 年度新カリキュラムの

検討）との関係の整理等にむけた体制整備が十分に行われていない。 

博士前期課程・後期課程ともに外部の奨学金に応募するよう指導した。日

本人学生の応募が少なかったのは、生活基盤が確立しているためと思われ

る。 

2025 年度については、4 名のインターンシップ参加があった。 

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

なし。 

【長所】 

特に留学生の奨学金応募は、学生生活の安定に寄与する。 

【長所】 

なし。 

【特色】 

なし。 

【特色】 

留学生を中心に積極的に応募している 

【特色】 

なし。 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・アグリビジネス学科の教育課程改革と専攻教育課程の関係整理や

課題・改善策を検証する機会、体制づくりが不足している。 

【問題点】 

採択が必ずしも多くない。 

【問題点】 

留学生については、帰国後のキャリア支援が困難である。 

【課題】 

・学科教育課程改革担当教員との意見交換や専攻会議における意見

徴収等の推進などが課題である。 

【課題】 

採択率向上に向けたサポート体制の構築が今後の課題である。 

【課題】 

留学生については、インターンシップの機会確保が難しいことが

課題である。 

根拠資料名 

◆①大学院カリキュラム（学生便覧） 

 

◆外部奨学金応募者 6 名のうち採択者 5 名（国費・JICA・JST プログラ

ム・ロッテ財団奨学金など採択者含む） 

◆インターンシップ参加者数 4 名、チャレンジワークショップ参

加 0 名 

 

 



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

                                 学部・研究科名  国際食料農業科学研究科    
                                                         学部長・研究科委員長名  入江 憲治            

                                                         学科名・専攻名   国際食農科学専攻                 

１．教育に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 

自然科学および社会科学にわたる広範な学問領域を統合する総合的

アプローチにより、国内外に存在する食と農に関する課題の解決を図

るための論理的な思考力と実践力を持つ 

 

 

実行サイクル   2  年サイクル（令和 6 年～令和 7 年）     年サイクル（令和   年～令和   年）     年サイクル（令和   年～令和   年） 

実施 

スケジュール 

自然科学と社会科学の両領域で、それぞれ基幹となる必修科目を履

修し、総合的な知識を修得するとともに、食と農の課題を解決に導

く実践力と論理的思考能力について学ぶことを目的とし、各研究領

域をカバーする座学科目および実験・演習科目を選択科目として履

修する。 

  

目標達成を測

定する指標 

（１） 院生による授業評価 

（２） 特別演習の報告資料 
  

自己評価 

（☑を記入） 

□ 達成した 
☑ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

自然科学および社会科学にわたる広範な学問領域を統合する総合的

アプローチを通して，学位授与のための教育課程を編成し，各指導教

授が研究手法を通じて研究発表能力および学位論文執筆等を体得で

きるように教育している． 

  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

自然・社会・人文科学が融合した総合科学分野からの視点で研究がで

きる。 

【長所】 

・ 

【長所】 

・ 

【特色】 

国際食農科学に関する総合的・複合的な視野をもち高度な研究能力を

有する人材を養成できる。 

【特色】 

・ 

【特色】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

指導教授との相談は密に行われているが，院生同士の研究交流の機会

を多くする努力が必要である。 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【課題】 

指導教授および院生全員による研究発表等の機会を増やし，さらに研

究交流を密にし、自然科学および社会科学にわたる研究能力の向上が

求められる。 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

根拠資料名 

研究発表会抄録   



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

 

２．研究に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 
専門領域における知識と研究能力を習得することを目標とし、各専門領域の学会で、教員との

共同研究を含め研究発表・学会誌への投稿を行い、研究能力の向上を図る。 

 
 

実行サイクル   2  年サイクル（令和 6 年～令和 7 年）） 
    年サイクル（令和   年～令和   

年） 
    年サイクル（令和   年～令和   年） 

実施 

スケジュール 
各専門領域の学会発表、学会誌への投稿、大学院生研究発表会   

目標達成を測

定する指標 
各専門領域の学会発表、学会誌投稿の状況、大学院生研究発表会の発表参加   

自己評価 

（☑を記入） 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

院生は，国内において，研究活動および研究学会発表を実施しており，その成果を学会誌等へ

掲載することを目指しており，それに対して指導教授が丁寧に指導している．2025 年度は院生

による発表は専攻内で 2 回と全学ポスター発表会に参加し、研究の進捗や成果を発表している。 

  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・専攻の研究発表により、自然科学と社会科学の教員双方からアドバスを受けることができる。 

【長所】 

・ 

【長所】 

・ 

【特色】 

・自然科学と社会科学の双方の視点から研究を進めることができる。 

【特色】 

・ 

【特色】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【課題】 

・食農科学専攻として自然科学系と社会科学系の研究の総合化をいかにおこなうか。 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

根拠資料名 

研究発表会抄録、【根拠資料⑦】活動報告の資料   

 

  



 2025（令和 7）年度 包括的な点検・評価報告書 様式２ 

 

 

３．その他に関する総合的事項 

 ① ② ③ 

目 標 インターンシップ科目の活用と進路指導の強化 

 

 

実行サイクル   2  年サイクル（令和 6 年～令和 7 年）     年サイクル（令和   年～令和   年）     年サイクル（令和   年～令和   年） 

実施 

スケジュール 

（１） 大学院入学時の早い段階で大学院修了後の進路について検

討させ、具体的な計画を立てさせる。 

（２） インターンシップの科目受講とインターンシップへの積極

的な参加を指導する。 

（３） 適宜、指導教員による進路相談を実施する。 

  

目標達成を測

定する指標 
就職希望学生に対するインターンシップ実施者数   

自己評価 

（☑を記入） 

☑ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

□ 達成した 
□ 一部達成した 
□ 達成できず要継続 
□ 達成できず目標の変更 

目標に 

対する 

現状説明 

院生は各自企業や学校主催のインターンシップに参加し、将来の進路

を明確にしている。さらに、授業におけるインターンシップを受講す

る学生には十分な事前教育と報告を行うよう指導している。その結

果、全員が進路を決定した。 

  

現状説明を 

踏まえた 

長所・特色 

【長所】 

・指導教員と密に連絡が取れるよう努力している。 

【長所】 

・ 

【長所】 

・ 

【特色】 

・院生が主体的に取り組んでいる。 

【特色】 

・ 

【特色】 

・ 

現状説明を 

踏まえた 

問題点及び次

年度への課題 

【問題点】 

・なし 

【問題点】 

・ 

【問題点】 

・ 

【課題】 

・なし 

【課題】 

・ 

【課題】 

・ 

根拠資料名 
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